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株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基  準  日

単 元 株 式 数
株主名簿管理人
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（ 電 話 照 会 先 ）

公 告 方 法

上 場 取 引 所

電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告を行うことが
できない場合の公告は、日本経済新聞に
掲載いたします。
電子公告先 ： 当社ホームページ
https://chukyoiyakuhin.co.jp/
東京証券取引所スタンダード市場
証券コード4558

コーポレートサイトは
こちらからご覧ください。

■住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主さまは、特別口座
の口座管理機関である三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社にお申出ください。
■未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社にお申出ください。
■「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づ
く「支払通知書」を兼ねております。なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株
主さまにつきましても、配当金支払いの都度「配当金計算書」を同封させていただい
ております。

〒475-8541　
愛知県半田市亀崎北浦町2-15-1
電話　0569-29-0202　
FAX　0569-29-0206
https://chukyoiyakuhin.co.jp/

株式会社中京医薬品
愛知県半田市亀崎北浦町２-１５-１
1949年
1978年
6億8,101万2,500円
代表取締役会長　山田正行
代表取締役社長　米津秀二
310名
医薬品・医薬部外品・健康食品・清涼飲料水・医療機器・化粧品・日用品・衣料品・
食品・生保・損保などの販売、通販事業、売水事業（製造・販売）、電力媒介事業、
除菌用アルコール商品の製造・販売
本社（愛知県半田市）、北海道から九州まで営業所およびウォーターショップ、
ウォータープラント全国70拠点

（なお、この数字にはパートおよび嘱託社員を含んでいません。）

25,000,000株
11,660,734株

8,953名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株 主 数

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

役　員
山　田　正　行
米　津　秀　二
飯　田　　　亨
岩　崎　雷　凱
渡　邊　　　明
今　枝　なほみ
中　井　　　徹
𠮷　田　和　永
杉　山　彰　洋

株式の状況

所有者株式数別状況

個人・その他
62.0%（7,225千株）その他国内法人

15.4%（1,797千株）

外国法人等
1.2％（136千株）

金融機関・証券会社
14.6％（1,705千株）

自己名義株式
6.8％（795千株）

会社概要および株式情報

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会・期末配当／毎年3月31日
中間配当／毎年9月30日
100株
東京都府中市日鋼町1-1
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都府中市日鋼町1-1
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）
取次先は、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社の全国各
支店で行っております。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
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規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
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の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
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増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
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また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
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規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
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詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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ターの供給を行う協定を結んでおります。
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着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
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ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
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の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
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増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
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援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
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み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
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着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
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詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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　2000年、当社の「ふれあい業」を時代に合わせてアップデートした事業として、東海地方（愛知県、岐阜県、三重
県）を中心にTwo-Way（リターナブル方式）の宅配水事業を開始。医薬品会社ならではの安心・安全を第一に、自
社ウォータープラントでのお水の製造と充填、ウォーターサーバーの定期的な品質管理はもちろん、ウォーター
サーバーの無料レンタル、宅配無料、公式ご注文アプリなど、常にお客さま本位のサービスを提供しています。
　また、2012年からは、日本全国（北海道、沖縄県、離島を除く）を配送エリアに、環境に配慮したリサイクル可能
なペットボトルを使用するOne-Way方式のサービスをスタート。ウォーターサーバーを設置されたお客さまに
「美味しくて、安心・安全なお水」とともに、食品、生活雑貨など当社オリジナル商品のご提案によって、健康で、豊
かな暮らしをお届けしています。

事業トピックス

アクアマジック事業部

■ウォータープラント

■ウォーターサーバー

43

　毎日使うものだから、お手入れがしやすいこと。そしてメンテナンスが行き届くこと。本来求められる基本的な機能を重視し、
清潔で安全に使用できるウォーターサーバーを使用しています。お客さまのインテリア志向、使用される場所に応じて、新しい
仕様・デザインをご提案しています。
　アクアマジックのウォーターサーバーは、Two-Way方式、One-Way方式ともに冷水タンクに抗菌カートリッジを設置し、
定期的に交換。銀イオンの抗菌作用により、タンク内を常に清潔に保ちます。

■地域社会とともに
　当社は、アクアマジック事業を通して地域社会への貢献にも取り組んでいます。愛知県半田市と災害時にアクアマジックの水
3,500本（約4万リットル）を優先的に市内の避難所等に供給する協定をはじめ、災害時の断水に備えアクアマジックの水を供給
する協定を愛知県知多郡阿久比町および名古屋市と結んでいます。
　これからも、お客さまに「美味しくて、安心・安全なお水」をお届けすることで、健康で快適、豊かな暮らしづくり、さらに地域社
会のお役に立てる事業へと発展させていきたいと考えています。

■公式ご注文アプリ
　専用アプリをインストールすることで、ふだんお使いのお水はもちろん、期
間限定商品、健康づくりに役立つ食品などを手軽に注文することができます。
　また、「薬屋さんが考えた美味しいりんご酢」、「中京の健康麦茶」、「大麦青
汁」など、アクアマジックのお水を使って健康づくりに役立つ食品をはじめ、お
味噌汁やカレー、除菌衛生用品など自社開発商品の購入も可能。アプリ内の
お買い上げ金額に応じてアプリポイントが貯まり、ポイントと交換できるお得
なシステムも好評です。

　アクアマジックのお水は、衛生管理を徹底した自社プラ
ントで、厳しい品質管理のもと製造しています。お水の製造
は世界的に評価された、安全性の高いRO逆浸透膜システ
ムを採用。水中の不純物をほぼ完全に除去した「水」に、海
水から抽出した天然100%濃縮ミネラルを配合し、「健康と
美味しさ」を両立させています。また、採水時期によって成
分にばらつきがあったり、土壌からの汚染の心配がある天
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製造ライン RO逆浸透膜システム

インテリアに溶け込むやさしいデザイン。ロングサーバーはフロントパネル
に木目調のガーニッシュでさりげないアクセント。

カウンターやテーブルの上に置いて
使えるショートサーバー。

■ウォーターショップ
　Two-Way（リターナブル方式）の宅配拠点。各ウォー
タープラントで製造したお水のボトルを配送し、ご家庭、事
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頭販売も行っています。

半田プラント・ウォーターショップ 鈴鹿プラント・ウォーターショップ

半田プラント・ウォーターショップ（愛知県半田市）

名西ウォーターショップ（愛知県あま市）

名東ウォーターショップ（愛知県名古屋市）

松坂ウォーターショップ（三重県松阪市）

鈴鹿プラント・ウォーターショップ（三重県鈴鹿市）
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▲

「アクアマジック」の公式サイトは
　こちらから。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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わたしたちは、ふれあい業の
進化を目指していきます。
株式会社 中京医薬品
代表取締役社長

米津 秀二

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援ならびにご
愛顧を賜り厚く御礼申しあげます。ここに、中京医薬品の第47期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）のご報告をするにあたり、
株主の皆さまへ一言ご挨拶申しあげます。

当期の経営成績
　当事業年度におけるわが国経済は、雇用環境の改善や所得の向上、
インバウンド消費の拡大等を背景に緩やかな回復基調に推移し継続
されていくことが期待されております。反面、他国の紛争の長期化や
円安による原材料・エネルギー価格の高騰、気候変動等による食料品
を含む物価高、人手不足による人件費上昇など先行きの不透明感が

強化を図ってまいりました。
　家庭医薬品等販売事業小売部門（ヘルス・ケア事業）におきまして
は、新商品や付加価値を高めたリニューアル商品の投入による販売価
格等の改定を実施し、利益率の改善に努めました。
　また生産性向上の為、商品群やサービス形態によるカテゴリー別の
アクションプランの策定と実行を促進しました。その為に、階層別営業
社員教育やプロモーター制の強化、女性営業社員研修の実施を行い
ました。その結果、既存顧客への付加価値や販売効率の向上、更に新
規顧客開拓の進展に繋がりました。新商品では「薬屋さんが考えた美
味しいりんご酢」、「スパークリングサプリスマート」、「大蒜人参Ｗ」な
ど多くのお客様から好評を博しました。また、更なる商品開発の推進と
マーケティング強化を図るため、名古屋市内に拠点を開設し、事業環
境の整備に取り組みました。
　家庭医薬品等販売事業卸売部門（ライフ・ケア事業）におきましては、
他企業のストアＰＢ(プライベートブランド)の拡大やクロスセルの実施
により販売の拡大に努めました。また、お掃除用の多機能マイクロファ
イバークロス「キレイアシスト ワンダークロス」の発売やカメムシなど
の防虫忌避剤の販売を先駆けて実施し業績に寄与しました。更に、安
定的な収益基盤の構築のため、ＥＣ事業(インターネット通信販売事
業)にも注力して受注も順調に推移しました。
　売水事業部門（アクアマジック事業）におきましては、販売価格等の
改定が定着し、利益率の改善に繋がりました。夏季の猛暑や季節外れ
の高温が続き、水（12Ｌボトル）の受注が急増したため、売上が堅調に
増加しました。抗菌カートリッジの交換による販売や水関連商品等の
サイドメニューによるクロスセルなどの強化に取り組みました。お客さ

増しています。さらにインフレリスクに伴う消費者の購買意欲の懸念
など景気の先行きは依然として予断を許さない状況が続いています。
　当業界におきましても、消費の回復傾向は見られるものの、人手不
足や賃金コストの上昇、仕入・物流コストの増加など経営環境への厳
しい状況が続きました。
　このような環境の中で、当社は企業理念として掲げる「健康づくり、
幸福づくり、人づくり」の具現化に向けて、お客さまの生活を支えるた
めの商品開発や情報・サービスを多角的・多面的に拡充するトータル
ライフ・ケアを推進してまいりました。また、当社ならではの「ふれあい
業」による人と人との絆によるヒューマンネットワークを広げ、お客さ
まや市場に継続的に評価をいただくことに努め、収益力と企業体質の

株主の皆さまへ

まへの付加価値を高めるためにスマホ・Ｗｅｂの専用アプリにて商品
紹介やポイント付与などを定期的に行い、利用客の増加を図りました。
また、市場が拡大しつつある浄水型サーバーも取り入れ、新たな市場
へのチャレンジも開始しました。
　ＥＳＧ・ＳＤＧｓにおきましては、その一環として「健康経営」にも取り組
み、評価としては2025年３月に６年連続「健康経営優良法人2025（大
規模法人）」の認定をいただきました。さらに、スポーツ庁が認定する
「スポーツエールカンパニー2025」にも５年連続認定となり同庁から
「ブロンズ認定」を受けました。当社は同庁主催の「Ｓｐｏｒｔ ｉｎ ｌｉｆｅ コン
ソーシアム」にも加盟しています。
　また、国際社会貢献活動（きずなＡＳＳＩＳＴ）を1994年から継続して
取り組んでおり、アジア保健研修所（ＡＨＩ）や日本国際飢餓機構を始め
各財団法人や非営利活動法人と共に社会貢献活動を行っております。
フードバンクへの食品の寄贈や大規模自然災害時には被災地への支
援物資の発送や各自治体との間ではアクアマジックのミネラルウォー
ターの供給を行う協定を結んでおります。
　人財の定着と育成におきましては、積極的な採用活動はもとより、
奨学金返還支援制度や人財育成の促進及びリテンション(人財の定
着・維持)を重要テーマとした新人事制度を2024年4月より導入し、パ
フォーマンスの高さに応じた適正な処遇の向上を図りました。
　その結果、当事業年度における売上高は6,306百万円（前年同期比
3.0％増）、営業利益は106百万円（前年同期比17.3％減）、経常利益
は117百万円（前年同期比20.5％減）、また、法人税等調整額6百万円
を計上したため当期純利益は45百万円（前年同期は当期純損失27百
万円）となりました。

▲

詳しくは当社ホームページ
　「IR情報」をご覧ください。
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〈 備えておきましょう。 中京医薬品の配置薬 〉

医薬品会社が自信を持ってお届けする、安心・安全で美味しい宅配水「アクアマジック」

One-Way Two-Way
［ ワンウェイ方式 ］ ［ リターナブル方式 ］

サーバー
レンタル料
無料！！

メンテナン
ス

無料！！

宅配無料！！ サーバー
レンタル料
無料！！

宅配無料！！※

リサイクル可能なペットボトルを使用。
2本単位の定期便で宅配します。

スタッフが直接お水をお届けし、
空ボトルも回収します。

※北海道・沖縄県など、一部対象外の
　地域があります。

※配送エリア／
　愛知県・岐阜県・三重県
　（一部配送できないエリアが
　あります。）

※

65

　味噌と具材を一緒にフリーズド
ライしたブロックタイプのお味噌
汁です。一人分を1パックずつ個包
装しているので、お椀やマグカッ
プにポンと出して熱湯を注ぐだけ
の簡単調理。いつでも、どこでも、
風味豊かなお味噌汁を楽しめます。

中京目薬リッチファイン 価格 1,540円（税込）
15mL

眼科用薬 第3類医薬品

薬屋さんが考えた
美味しいお味噌汁

　さっと拭くだけでコンロや換気扇の油汚れ、テーブルにこぼ
したケチャップやラー油などの食品汚れをキャッチ。洗剤を使
わず水拭きだけで油汚れを落とし、クロスに付着した汚れは水
洗いだけで落とせます。さらに、制菌加工により雑菌の繁殖を
抑え、生乾き臭を防ぎます。乾湿両用で電子機器の画面拭きな
どにもご使用いただける多機能マイクロファイバークロスです。

▲

掲載商品は当社通販サイト
「イキイキ良品館」で購入いただけます。

▲

「アクアマジック」の公式サイトは
　こちらから。

　中京目薬リッチファインは、目のピント調節機能成分「ネオスチ
グミンメチル硫酸塩」をはじめ、疲れた目の機能を改善するビタミ
ン成分、目に栄養を与え、目の新陳代謝を高める成分、および目の
炎症・かゆみを抑える成分など、全8種の成分を配合した目薬です。

人気のお味噌汁5種を1箱に。

調理例

内容量  20食入
豚汁10.5g、ほうれん草6.2g、
ねぎとわかめ7.5g、
なめこの赤だし7.8g、
揚げと九条ねぎ9.2g　
5種×各4食

キレイアシスト
ワンダークロス ワンダークロス 3つの特長

ダイニング用
キッチン用
1枚入
サイズ 30cm×30cm
価格 548円（税込）

特長①

特長②

特長③

クロス表面は凹凸のあるハニカム構造
で、生地の目の向きを気にせず、どの
方向から拭いても汚れをしっかりキャッ
チします。

クロスには防汚効果が続く特殊加工を
施してあり、クロスで拭き取った油汚れ
も水洗いだけで簡単に落ちやすくなり
ます。

制菌、抗菌防臭に効果のある特殊加工
により、細菌由来の生乾き臭の発生を
抑えます。

本体価格
3,218円（税込）

【フリーズドライ製法で美味しく、手軽に】
フリーズドライ製法は、食品を凍結させ、真空状態
で乾燥させる技術です。
・ 素材の風味、食感、栄養素などの損失が少ない
・ 常温で保存が可能
・ 軽くて持ち運びに便利
・ お湯を注ぐだけで簡単に調理できる ※1 ネオスチグミンメチル硫酸塩配合

※2 一般用眼科用薬製造販売承認基準の最大濃度配合

・ ピント調節機能成分※1を最大濃度配合※2しています。
・ マイルドな差し心地の使いやすい目薬です。
・ ８種類の有効成分が、テレビ、読書、パソコン、車の運転や細かい
  作業などによる眼疲労、目のかすみ（目やにの多いときなど）や、
  アレルギーによる目のかゆみなどの不快な症状を改善します。


